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３．22 レチクル制御( S14F19,S14F21)サービス関数 

  

 レチクル管理に関するS14F19, S14F21 メッセージに関連するAPI関数について説明します。 

 （SEMI E109.1-0704 レチクル及びPOD管理(RPMS)に対するSECS-IIプロトコルの暫定仕様 参照） 

 

                   HOST                  装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 準備されている関数は、次のようになります。 

 

（１）送信API関数 

 

 API関数名 機能 

1 GemSendS14F19() S14F19 ﾚﾁｸﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ要求ﾒｯｾｰｼﾞを送信します。(Host側送信) 

2 GemSendS14F21() S14F21 ﾚﾁｸﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ完了ﾒｯｾｰｼﾞを送信します。（装置側送信） 

 

（２）ライブラリ関数 

 
 ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数名 機能 

1 DshDecodeS14F19() S14F19 ﾒｯｾｰｼﾞをﾃﾞｺｰﾄﾞしTS14F19_INFO構造体に情報を格納します。 

 

2 DshEncodeS14F19() TS14F19_INFO構造体の情報をS14F19 ﾒｯｾｰｼﾞにｴﾝｺｰﾄﾞします。 

 

3 DshFreeTS14F19_INFO() TS14F19_INFO構造体内に使用したﾒﾓﾘを開放します。 

 

4 DshCopyTS14F19_INFO() 

 

TS14F19_INFOの内容を別の領域の構造体内にｺﾋﾟｰします。 

5 DshInitTS14F19_INFO() S14F19情報を格納するTS14F19_INFO構造体の内容を初期化します。 

 

6 DshPutTS14F19_SP_INFO()_ TS14F19_INFO構造体の中にｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ１個だけ設定します。 

 

7 DshDecodeS14F20() 

 

S14F20 ﾒｯｾｰｼﾞをﾃﾞｺｰﾄﾞしTS14F20_ERR_INFO構造体に情報を格納します。 

8 DshMakeS14F19Response() TS14F20_ERR_INFO構造体の内容に従ってS14F20 ﾒｯｾ-ｼﾞを作成します。 

 

9 DshFreeTS14F20_ERR_INFO() 

 

TS14F20_ERR_INFO構造体内に使用したﾒﾓﾘを開放します。 

 

10 DshCopyTS14F20_ERR_INFO() 

 

TS14F20__ERR_INFOの内容を別の領域の構造体内にｺﾋﾟｰします。 

11 

 

DshInitTS14F20_ERR_INFO() 

 

S14F20情報を格納するTS14F20_ERR_INF構造体の内容を初期化します。 

S14F19受信 

 処理、応答

 動作実行 

 

S14F21送信 

 制御完了 

S14F19送信 

 制御要求 

 

S14F21受信 

 同確認 
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12 DshPutTS14F20_SP_INFO() 

 

TS14F20_INFO構造体の中にｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ１個だけ設定します。 

13 DshPutTS14F20_ERR_INFO() TS14F20_INFO構造体の中にｴﾗｰ情報を1個だけ設定します。 

 

14 DshDecodeS14F21() S14F21 ﾒｯｾｰｼﾞをﾃﾞｺｰﾄﾞしTS14F21_INFO構造体に情報を格納します。 

 

15 DshEncodeS14F21() TS14F21_INFO構造体の情報をS14F21 ﾒｯｾｰｼﾞにｴﾝｺｰﾄﾞします。 

 

16 DshFreeTS14F21_INFO() TS14F21_INFO構造体内に使用したﾒﾓﾘを開放します。 

 

17 DshCopyTS14F21_INFO() 

 

TS14F21_INFOの内容を別の領域の構造体内にｺﾋﾟｰします。 

18 DshInitTS14F21_INFO() S14F19情報を格納するTS14F19_INFO構造体の内容を初期化します。 

 

19 DshPutTS14F21_SP_INFO()_ TS14F21_INFO構造体の中にｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ１個だけ設定します。 

 

20 DshPutTS14F21_ERR_INFO()_ TS14F21_INFO構造体の中にｴﾗｰ情報１個だけ設定します。 

 

21 DshMakeS14F21Response() 応答S14F22 ﾒｯｾ-ｼﾞを作成します。 

 

（３）ユーザ作成ライブラリ関数 

 

 ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数名 機能 
1 DshResponseS14F20() 

 
S14F20 レチクル制御要求応答関数 

2 DshResponseS14F22() 
 

S14F22 レチクル制御完了通知応答関数 
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３．22．１ 使用する情報格納構造体 

 

３．22．１．１ S14F19 ‒ サービス要求メッセージ関連 

 

（１）S14F19 のエンコード、デコードに使用する構造体 

 

typedef struct{ 

        ULONG       opid;               // OPID 

        char        *objspec;           // object spec 

        char        *svcname;           // svcname 

        int         sp_count;           // parameter count 

        TGSV_PARA   **sp_list;          // parameter list 

        }TS14F19_INFO; 

 

typedef struct tgsv_para{ 

        char        *spname;            // spname 

        int         spval_fmt;          // spval item fmt 

        int         spval_size;         // spval data array size 

        void        *spval;             // spval 

        }TGSV_PARA; 

 

svcname に対するインデクス値として以下のマクロを使用します。 

 

#define RTC_CancelMoveReticle           0 

#define RTC_MoveReticle                 1 

#define RTC_OktoUseReticle              2 

#define RTC_RejectReticle               3 

#define RTC_Re_qualifyReticle           4 

 

spnameに対するインデクス値として以下のマクロを使用します。 

 

#define RTCPN_ReticleID                 0 

#define RTCPN_PortID                    1 

#define RTCPN_DestinationLocation       2 

#define RTCPN_SourceLocation            3 

#define RTCPN_QualificationIntervalTime 4 

#define RTCPN_Status                    5 

 

（２）S14F20 のエンコード、デコードに使用する構造体 

 

typedef struct{ 

        int         svcack;             // Bin 

        ULONG       linkid;             // Link ID 

        int         sp_count;           // service para count 

        TGSV_PARA   **sp_list;          // parameter list 

        int         err_count;          // # of err 

        TERR_INFO   **err_list;         // error info list 

        }TS14F20_ERR_INFO; 
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３．22．１．２ S14F21 ‒ サービス実行完了通知メッセージ関連 

 

（１）S14F21 

 

typedef struct{ 

        ULONG       opid;               // OPID 

        ULONG       linkid;             // Link ID 

        int         sp_count;           // parameter count 

        TGSV_PARA   **sp_list;          // paramete list 

        int         svcack;             // Bin 

        int         err_count;          // error count 

        TERR_INFO   **err_list;         // error info 

        }TS14F21_INFO; 
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３．22．２ レチクル制御メッセージ送信関数 

 

３．22．２．１ GemSendS14F19() ‒ レチクル制御要求メッセージ送信関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSendS14F19(  

int    eqid,                      // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

TS14F19_INFO *info,               // ﾚﾁｸﾙ制御要求情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS14F20_ERR_INFO *erinfo,         // S14F20応答情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int (WINAPI *callback)(),         // 実行終了時のｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数 

ULONG  upara                      // callback時のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

);  

[.NET VB] 

Function GemSendS14F19 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TS14F19_INFO,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TS14F20_ERR_INFO,  

        ByVal callback As vcallback.callback_S14F19,  

        ByVal upara As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSendS14F19( 

        int eqid, 

        ref TS14F19_INFO info, 

        ref TS14F20_ERR_INFO erinfo, 

        CallbackDefault callback, 

        uint upara); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

info 

送信したいレチクル制御要求情報が格納されている構造体のポインタです。 

erinfo 

受信した応答メッセージS14F20に含まれる情報を格納するための構造体領域のポインタを指定しま

す。 

callback 

DSHGEM-LIB によるメッセージ送信処理が終了したときに呼出されるコールバック関数を指定します。 

ユーザは任意の関数名を指定できます。 

コールバックの指定が=0の場合はブロックモードになります。 

upara 

コールバックされたときに引数で渡してもらうためのパラメータです。関数実行終了時にコールバ

ックされた際、何かの判別情報として使用したい値、構造体ポインタなどを設定します。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 (1) ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ： 正常に送信できた。 
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        erinfoにS14F20応答情報が返却されます。 

(2) 非ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ：要求が受け付けられた。 

(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 

 

（４）説明 

装置にS14F19レチクル制御要求メッセージを送信します。 

 

要求を受けたDSHGEM-LIBは、infoに格納されているレチクル制御要求情報をS14F19メッセージにエンコ

ードした上で装置に送信します。 

 

S14F20応答メッセージ受信で得られた情報はデコードされてerinfoで指定された構造体領域に返却されま

す。 

 

送信要求からS14F20応答メッセージ受信までの制御は引数のコールバック関数指定の有無によって次のよ

うになります。 

 

callbackの指定 制御の流れ 

なし 

(=0) 

S14F19送信後、応答ﾒｯｾｰｼﾞ S14F20が受信されるか、またはｴﾗｰを検出するまで

制御が要求元に戻ってきません。 

正常終了であれば、erinfoにS14F20応答情報が返却されます。 

あり 

 

送信要求後、S14F19の送信前に制御が戻されます。実行結果はｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数で与

えられます。 

ｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数のend_statusが=0ならばerinfoにS14F20応答情報が返却されま

す。 

ｴﾗｰが検出された場合、(-1)がend_statusにｾｯﾄされます。 

 

正常に応答メッセージを受信した場合、その中に含まれている応答情報がデコードされerinfoで指定され

たTS14F19_ERR_INFO構造体の中に格納され返却されます。ユーザ側でerinfo内の情報の処理を終えた後、

その構造体に使用されているメモリを解放してください。 

解放は次のようにDshFreeTS14F20_ERR_INFO()関数を使って行ってください。 

 

    DshFreeTS14F20_ERR_INFO (erinfo) 

 

TS14F19構造体へのレチクル制御要求情報の設定には以下のライブラリ関数を使用することができます。 

 

DshInitTS14F19_INFO (),DshPutTS14F19_SP_INFO () 

 

（５）コールバック関数 

[c,C++] 

API int  APIX   callback(  

int   eqid,                     // 装置ID 

int   end_status,               // 実行結果 

TS14F20_ERR_INFO *erinfo,       // S14F20応答情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

ULONG upara                     // 呼出時に指定したﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

); 

[.NET VB] 

Function callback_S14F19(ByVal eqid As Integer, ByVal end_status As Integer, ByRef erinfo As 
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dsh_info.TS14F20_ERR_INFO, ByVal upara As Integer) As Integer 

 

[.NET C#] 

int CallbackS14F19(int eqid, int end_status, ref TOBJ_S14F20_ERR_INFO errinfo, uint upara); 

 

   end_status には以下の値が設定されます。 

結果 意味 

0 正常に送信できた。erinfoにS14F20応答情報が返却されます。 

(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 
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３．22．２．２ GemSendS14F21() ‒ レチクル制御完了通知メッセージ送信関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSendS14F21(  

int    eqid,                      // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

TS14F21 *info,                    // ﾚﾁｸﾙ制御完了情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

int *dataack,                    // S14F22のdataack格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

int (WINAPI *callback)(),         // 実行終了時のｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数 

ULONG  upara                      // callback時のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

);  

[.NET VB] 

Function GemSendS14F21 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TS14F21_INFO,  

        ByRef dataack As Int32,  

        ByVal callback As vcallback.callback_S14F21,  

        ByVal upara As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSendS14F21( 

        int eqid, 

        ref TS14F21_INFO info, 

        ref int dataack, 

        CallbackS14F21 callback, 

        uint upara); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

info 

送信したいレチクル制御完了通知情報が格納されている構造体のポインタです。 

dataack 

受信した応答メッセージS14F22に含まれるdatack情報を格納するための領域のポインタを指定し

ます。 

callback 

DSHGEM-LIB によるメッセージ送信処理が終了したときに呼出されるコールバック関数を指定します。 

ユーザは任意の関数名を指定できます。 

コールバックの指定が=0の場合はブロックモードになります。 

upara 

コールバックされたときに引数で渡してもらうためのパラメータです。関数実行終了時にコールバ

ックされた際、何かの判別情報として使用したい値、構造体ポインタなどを設定します。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 (1) ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ： 正常に送信できた。 

        erinfoにS14F22応答情報が返却されます。 

(2) 非ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ：要求が受け付けられた。 
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(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 

 

（４）説明 

ホストにS14F21レチクル制御完了通知メッセージを送信します。 

 

要求を受けたDSHGEM-LIBは、infoに格納されているレチクル制御完了通知情報をS14F21メッセージにエ

ンコードした上でホストに送信します。 

 

S14F22応答メッセージ受信で得られたACK情報はdatackで指定された領域に返却されます。 

 

送信要求からS14F22応答メッセージ受信までの制御は引数のコールバック関数指定の有無によって次のよ

うになります。 

 

callbackの指定 制御の流れ 

なし 

(=0) 

S14F21送信後、応答ﾒｯｾｰｼﾞ S14F22が受信されるか、またはｴﾗｰを検出するまで

制御が要求元に戻ってきません。 

正常終了であれば、erinfoにS14F22応答情報が返却されます。 

あり 

 

送信要求後、S14F21の送信前に制御が戻されます。実行結果はｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数で与

えられます。 

ｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数のend_statusが=0ならばerinfoにS14F22応答情報が返却されま

す。 

ｴﾗｰが検出された場合、(-1)がend_statusにｾｯﾄされます。 

 

正常に応答メッセージを受信した場合、datackで指定した領域にACK情報が設定返却されます。 

=0が正常に 

 

TS14F21構造体へのレチクル制御完了通知情報の設定には以下のライブラリ関数を使用することができま

す。 

 

DshInitTS14F21_INFO (),DshPutTS14F21_SP_INFO () 

 

（５）コールバック関数 

[c,C++] 

API int  APIX   callback(  

int   eqid,                     // 装置ID 

int   end_status,               // 実行結果 

int   *dataack,               // S14F22のACK、dataackの格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

ULONG upara                     // 呼出時に指定したﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function callback_S14F21(ByVal eqid As Integer, ByVal end_status As Integer, ByRef dataack As 

Integer, ByVal upara As Integer) As Integer 

 

[.NET C#] 

int CallbackS14F21(int eqid, int end_status, ref int dataack, uint upara); 
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   end_status には以下の値が設定されます。 

結果 意味 

0 正常に送信できた。datackに応答ACKが返却されます。 

(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 
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３．22．３ レチクル制御要求／完了通知ライブラリ関数 

 

３．22．３．１ DshDecodeS14F19() - S14F19をレチクル制御要求情報にデコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS14F19(  

DSHMSG *smsg,                 // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS14F19_INFO *pinfo           // ﾃﾞｺｰﾄﾞしたﾚﾁｸﾙ制御要求情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

[.NET VB] 

 

Function DshDecodeS14F19 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef info As dsh_pinfo.TS14F19_INFO) As Int32 

[.NET C#] 

int DshDecodeS14F19( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TS14F19_INFO pinfo ); 

 

（２）引数 

smsg 

S14F19のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

pinfo 

デコードしたレチクル制御要求情報を格納するための構造体ポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S14F19メッセージに含まれるレチクル制御要求情報を、ユーザプログラムが処理しやすいTS14F19_INFO構

造体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTS14F19_INFO()関数を使って開放してく

ださい。 

 

smsg S14F19 

 

TS14F19_INFO 

構造体 

  L,5 

    dataid           decode 

    opid    

    objspec 

    svcname 

    L,m          

        . 
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３．22．３．２ DshEncodeS14F19() - レチクル制御要求情報をS14F19へエンコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshEncodeS14F19(  

int    eqid,                       // 装置ID 

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE   *buffer,                    // S14F19を格納するﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    bufflen,                    // bufferのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

TS14F19_INFO *pinfo                // ｴﾝｺｰﾄﾞしたいﾚﾁｸﾙ制御要求情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

[.NET VB] 

Function DshEncodeS14F19 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal bufflen As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TS14F19_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshEncodeS14F19( 

        int eqid, 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte* buff, 

        int bufflen, 

        ref TS14F19_INFO info ); 

 

（２）引数 

smsg 

エンコードしたS14F19メッセージを格納するメッセージ情報構造体のポインタです。 

buffer 

エンコードしたS14F19のテキストを格納するバッファポインタです。 

bufflen 

bufferのバイトサイズです。 

pinfo 

エンコードしたいレチクル制御要求情報が格納されている構造体リストのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｴﾝｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくｴﾝｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

TS14F19_INFO構造体に格納されているレチクル制御要求情報を、S14F19のSECSメッセージにエンコード

します。 

 

smsg S14F19 

  L,5 
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    dataid         encode 

TS14F19_INFO 

構造体 

    opid     

    objspec 

    svcname 

    L,m           

        . 
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３．22．３．３ DshFreeTS14F19_INFO() - レチクル制御要求情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTS14F19_INFO( 

      TS14F19_INFO *pinfo        // ﾒﾓﾘを開放したい情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

[.NET VB] 

Sub DshFreeTS14F19_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS14F19_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTS14F19_INFO(  

        ref TS14F19_INFO info ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいレチクル制御要求情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TS14F19_INFO構造体内でレチクル制御要求情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TS14F19_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．22．３．４ DshCopyTS14F19_INFO() ‒ レチクル制御情報構造体メモリのコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshCopyTS14F19_INFO(  

TS14F19_INFO *dinfo,                 // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS14F19_INFO *sinfo                  // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

[.NET VB] 

Function DshCopyTS14F19_INFO ( 

        ByRef dinfo As dsh_info.TS14F19_INFO,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TS14F19_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

void DshCopyTS14F19_INFO( 

        ref TS14F19_INFO dinfo, 

        ref TS14F19_INFO sinfo ); 

 

（２）引数 

dinfo 

レチクル制御情報のコピー先構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元のレチクル制御情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTS14F19_INFO構造体内に格納されているレチクル制御情報をdinfoが指定するTS14F19_INFO

構造体にコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは、使用後、DshFreeTS14F19_INFO()関数を使って開放してください。 
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３．22．３．５ DshInitTS14F19_INFO ‒ レチクル制御TS14F19_INFOの初期設定 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void  APIX DshInitTS14F19_INFO(  

TS14F19_INFO *info,                // TS14F19_INFO構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

ULONG        opid,        // ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ ID 

char         *objspec,             // object spec 

char         *svcname,             // ｻｰﾋﾞｽ名 

int          spcount               // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ数 

); 

[.NET VB] 

Sub DshInitTS14F19_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS14F19_INFO,  

        ByVal opid As Int32,  

        ByVal objspec As String,  

        ByVal svcname As String,  

        ByVal spcount As Int32) 

 

[.NET C#] 

void DshInitTS14F19_INFO( 

        ref TS14F19_INFO info, 

        uint opid, 

        byte* objspec, 

        byte* svcname, 

        int spcount ); 

 

（２）引数 

info 

TS14F19_INFO構造体のポインタです。このメンバーを初期設定します。この中にS14F19生成情報を

詰めます。 

opid 

オペレーションIDです。 

objspec 

Object Spec文字列です。 NULL でも構いません。 

svcname 

サービス名称です。SEMI-E109.1-0704の暫定仕様では以下のものがあります。 

 "CancelMoveReticle",          // 0 

 "MoveReticle",                // 1 

 "OktoUseReticle",             // 2 

 "RejectReticle",              // 3 

 "Re-qualifyReticle",          // 4 

spcount 

付属されるサービスパラメータの数です。 

 

（３）戻り値 

なし。 
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（４）説明 

S14F19メッセージをエンコードするときに使用する情報をTS14F19_INFO構造体内に生成するために使用し

ます。 

 

本関数は、最初にinfo内をクリアします。そして、引数で指定された情報をinfo内に設定します。 

メモリが必要な構造体メンバーについてはメモリを確保し情報をコピーします。 

 

サービスパラメータ情報の設定にはDshPutTS14F19_SP_INFO()関数を使用してください。 

 

TS14F19_INFO構造体の使用後はDshFreeTS14F19_INFO()関数を使って構造体内部で使用したメモリを開放

してください。 
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３．22．３．６ DshPutTS14F19_SP_INFO() ‒ レチクル制御サービスパラメータの設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshPutTS14F19_SP_INFO( 

TS14F19_INFO *info,             // TS14F19_INFO情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

char         *spname,           // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ名称 

int          fmt,     // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ値のﾌｫｰﾏｯﾄ 

int          size,              // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ値のﾃﾞｰﾀ数 

void         *spval             // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ値格納領域ﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

[.NET VB] 

Function DshPutTS14F19_SP_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS14F19_INFO,  

        ByVal spname As String,  

        ByVal fmt As Int32,  

        ByVal size As Int32,  

        ByVal spval As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshPutTS14F19_SP_INFO( 

        ref TS14F19_INFO info, 

        byte[] spname, 

        int fmt, 

        int size, 

        byte* spval ); 

 

（２）引数 

info 

TS14F19_INFO情報構造体のポインタです。この中にS14F19のサービスパラメータ生成情報を詰めま

す。 

spname 

設定サービスパラメータ名です。SEMI-E109.1-0704の暫定仕様では以下のものがあります。 

          "ReticleID",                  // 0 

          "PortID",                     // 1 

          "DestinationLocation",        // 2 

          "SourceLocation",             // 3 

          "QualificationIntervalTime",  // 4 

          "Status",                     // 5 

fmt 

サービスパラメータデータのフォーマットです。DSHDR2で使用するデータフォーマットで指定しま

す。(ICODE_??  ??はB, Aなど) 

size 

サービスパラメータデータの個数です。文字列の場合は、文字列数(バイト)になります。 

spval 

サービスパラメータデータの値が格納されている領域のポインタを指定します。 

 

（３）戻り値 
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戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報の数が指定数を超えている。 

 

（４）説明 

先にDshInitTS14F19_Info()で初期設定されたinfo構造体の中のsp_listにサービスパラメータ情報を１

個加えます。 

本関数が実行される順に属性情報リストsp_list上に、情報を順に設定していきます。正常に設定できた

場合は 0 を返却します。 

もし、info内のsp_countで指定された分の情報が既に設定済みであった場合は、(-1)を返却します。 
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３．22．３．７ DshDecodeS14F20() - S14F20をレチクル制御要求応答情報にデコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS14F20(  

DSHMSG *smsg,               // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS14F20_ERR_INFO *pinfo      // ﾃﾞｺｰﾄﾞしたCJ生成応答情報を格納する構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS14F20 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TS14F20_ERR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS14F20( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TS14F20_ERR_INFO erinfo ); 

 

（２）引数 

smsg 

S14F20のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

pinfo 

デコードしたレチクル制御要求応答情報を格納するための構造体ポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S14F20メッセージに含まれるレチクル制御要求応答情報を、ユーザプログラムが処理しやすい

TS14F20_ERR_INFO構造体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTS14F20_ERR_INFO()関数を使って開放し

てください。 

 

smsg S14F20 

 

TS14F20_ERR_INFO

構造体 

  L,4 

    svcack       decode 

    linkid 

    L,n    

      L,2       

        spname1   

        spval1 

       . 

       . 
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３．22．３．８ DshMakeS14F19Response() - S14F19の応答メッセージの生成 

   

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshMakeS14F19Response(  

TS14F20_ERR_INFO *erinfo,        // S14F20に設定する応答情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

DSHMSG *smsg,                   // S14F20 ﾒｯｾｰｼﾞを格納するﾒｯｾｰｼﾞ構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE  *buff,                 // S14F20のﾃｷｽﾄ格納ﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    buff_size                // buffのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

); 

[.NET VB] 

Function DshMakeS14F19Response ( 

        ByRef erinfo As dsh_info.TS14F20_ERR_INFO,  

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal buff_size As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshMakeS14F19Response( 

        ref TS14F20_ERR_INFO erinfo, 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte* buff, 

        int buff_size ); 

 

（２）引数 

erinfo 

S14F20メッセージに設定する応答情報が格納されている領域のポインタです。 

msg 

S14F20応答メッセージ情報を格納するためのメッセージ構造体のポインタです。 

buff 

S14F20応答メッセージのテキストを格納するためのバッファポインタです。 

buff_size 

buffのバイトサイズです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に生成できた。 

(-1) 生成できなかった。（buff領域不足） 

 

（４）説明 

S14F19に対するS14F20応答メッセージをerinfo内に設定されている応答情報に従って作成します。 

erinfoの情報の設定は、DshInitTS14F20_ERR_INFO()とDshPutTS14F20_SP_INFO()関数を使って行うことが

できます。 
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３．22．３．９ DshFreeTS14F20_ERR_INFO() - レチクル制御応答情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTS14F20_ERR_INFO( 

      TS14F20_ERR_INFO *pinfo    // ﾒﾓﾘを開放したい情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTS14F20_ERR_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS14F20_ERR_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTS14F20_ERR_INFO( 

        ref TS14F20_ERR_INFO info ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいレチクル制御応答情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TS14F20_ERR_INFO構造体内で応答情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TS14F20_ERR_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．22．３．10 DshCopyTS14F20_ERR_INFO() ‒ レチクル制御応答情報構造体メモリのコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshCopyTS14F20_ERR_INFO(  

TS14F20_ERR_INFO *dinfo,               // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS14F20_ERR_INFO *sinfo                // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshCopyTS14F20_ERR_INFO ( 

        ByRef dinfo As dsh_info.TS14F20_ERR_INFO,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TS14F20_ERR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshCopyTS14F20_ERR_INFO( 

        ref TS14F20_ERR_INFO dinfo, 

        ref TS14F20_ERR_INFO sinfo ); 

 

（２）引数 

dinfo 

レチクル制御応答情報のコピー先構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元のレチクル制御応答情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTS14F20_ERR_INFO構造体内に格納されているレチクル制御応答情報をdinfoが指定する

TS14F20_ERR_INFO構造体に構造体ごとコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは、使用後、DshFreeTS14F20_INFO()関数を使って開放してください。 
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３．22．３．11 DshInitTS14F20_ERR_INFO ‒ レチクル制御尾応答情報構造体の初期設定 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void  APIX DshInitTS1420_ERR_Info(  

TS14F20_ERR_INFO *erinfo,          // TS14F20_ERR_INFO構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int          svcack,               // S14F19に対するACK 

ULONG        linkid,               // ﾘﾝｸ ID 

int          spcount,              // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ数 

int          errcount              // ｴﾗｰ情報数 

); 

 

[.NET VB] 

Sub DshInitTS14F20_ERR_INFO ( 

        ByRef erinfo As dsh_info.TS14F20_ERR_INFO,  

        ByVal svcack As Int32,  

        ByVal linkid As Int32,  

        ByVal sp_count As Int32,  

        ByVal err_count As Int32) 

 

[.NET C#] 

void DshInitTS14F20_ERR_INFO( 

        ref TS14F20_ERR_INFO erinfo, 

        int svcack, 

        uint linkid, 

        int sp_count, 

        int err_count ); 

 

（２）引数 

info 

TS14F20_ERR_INFO構造体のポインタです。このメンバーを初期設定します。この中にS14F19生成情

報を詰めます。 

svcack 

制御要求を受け付けたかどうかを示すACKです。(Binary) 

linkid 

S14F19要求とS14F21完了通知との間の対応をとるためのIDです。 

spcount 

付属されるサービスパラメータの数です。 

errcount 

付属されるエラー情報の数です。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

S14F20メッセージをエンコードするときに使用する情報をTS14F20_ERR_INFO構造体内に生成するために使

用します。 
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本関数は、最初にinfo内をクリアします。そして、引数で指定された情報をinfo内に設定します。 

メモリが必要な構造体メンバーについてはメモリを確保し情報をコピーします。 

 

サービスパラメータ情報の設定にはDshPutTS14F20_SP_INFO()関数を使用してください。 

 

エラー情報の設定にはDshPutTS14F20_ERR_INFO ()関数を使用してください。 

 

TS14F20_ERR_INFO構造体の使用後はDshFreeTS14F20_ERR_INFO()関数を使って構造体内部で使用したメモ

リを開放してください。 
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３．22．３．12 DshPutTS14F20_SP_INFO() ‒ レチクル制御サービスパラメータの設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshPutTS14F20_SP_INFO ( 

TS14F20_ERR_INFO   *errinfo,      // TS14F20_ERR_INFO情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

char        *spname,              // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ名称 

int         fmt,       // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ値のﾌｫｰﾏｯﾄ 

int         size,                 // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ値のﾃﾞｰﾀ数 

void        *spval                // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ値格納領域ﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshPutTS14F20_SP_INFO ( 

        ByRef erinfo As dsh_info.TS14F20_ERR_INFO,  

        ByVal spname As String,  

        ByVal fmt As Int32,  

        ByVal size As Int32,  

        ByVal spval As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshPutTS14F20_SP_INFO( 

        ref TS14F20_ERR_INFO erinfo, 

        byte* spname, 

        int fmt, 

        int size, 

        byte* spval ); 

 

（２）引数 

errinfo 

TS14F20_ERR_INFO情報構造体のポインタです。この中にS14F19のサービスパラメータ生成情報を詰

めます。 

spname 

設定サービスパラメータ名です。SEMI-E109.1-0704の暫定仕様では以下のものがあります。 

          "ReticleID",                  // 0 

          "PortID",                     // 1 

          "DestinationLocation",        // 2 

          "SourceLocation",             // 3 

          "QualificationIntervalTime",  // 4 

          "Status",                     // 5 

fmt 

サービスパラメータデータのフォーマットです。DSHDR2で使用するデータフォーマットで指定しま

す。(ICODE_??  ??はB, Aなど) 

size 

サービスパラメータデータの個数です。文字列の場合は、文字列数(バイト)になります。 

spval 

サービスパラメータデータの値が格納されている領域のポインタを指定します。 
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（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報の数が指定数を超えている。 

 

（４）説明 

先にDshInitTS14F20_ERR_Info()で初期設定されたerrinfo構造体の中のsp_listにサービスパラメータ情

報を１個加えます。 

本関数が実行される順に属性情報リストsp_list上に、情報を順に設定していきます。正常に設定できた

場合は 0 を返却します。 

もし、errinfo内のsp_countで指定された分の情報が既に設定済みであった場合は、(-1)を返却します。 
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３．22．３．13 DshPutTS14F20_ERR_INFO () ‒ エラー情報の設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshPutTS14F20_ERR_INFO (  

TS14F20_ERR_INFO *erinfo,           // TS14F20_ERR_INFO情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int        errcode,         // 設定するｴﾗｰｺｰﾄﾞ 

char       *errtext                 // 設定するｴﾗｰﾃｷｽﾄのﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshPutTS14F20_ERR_INFO ( 

        ByRef erinfo As dsh_info.TS14F20_ERR_INFO,  

        ByVal errcode As Int32,  

        ByVal errtext As String) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshPutTS14F20_ERR_INFO( 

        ref TS14F20_ERR_INFO erinfo, 

        int errcode, 

        byte* errtext ); 

 

（２）引数 

erinfo 

TS14F20_ERR_INFO情報構造体のポインタです。 

errcode 

設定するエラーコードです。(メッセージ内のアイテムは U1(51)です。) 

errtext 

設定するエラーテキストが格納されている領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) ﾘｽﾄが満杯で設定できなかった。 

 

（４）説明 

erinfoで指定されたTS14F20_ERR_INFO構造体内のerr_list上に新たにエラー情報ercodeとerrtextを設

定します。 

正常に設定できた場合は 0 を返却します。 

erinfo内のerr_list上のエラー数がerr_countの数に達していた場合は (-1)を返却します。 

 

本関数を最初に実行する前に、DshInitTS14F20_ERR_INFO()関数を使ってリストの初期設定を行ってくださ

い。 
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３．22．３．14 DshDecodeS14F21() - S14F21をレチクル制御完了通知情報にデコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS14F21(  

DSHMSG *smsg,             // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS14F21_INFO *pinfo       // ﾃﾞｺｰﾄﾞしたﾚﾁｸﾙ制御完了通知情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS14F21 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef info As dsh_info.TS14F21_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS14F21( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TS14F21_INFO info ); 

 

（２）引数 

smsg 

S14F21のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

pinfo 

デコードしたレチクル制御完了通知情報を格納するための構造体ポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S14F21メッセージに含まれるレチクル制御完了通知情報を、ユーザプログラムが処理しやすい

TS14F21_INFO構造体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTS14F21_INFO()関数を使って開放してく

ださい。 

 

smsg S14F21 

  L,5 

TS14F21_INFO 

構造体 

    dataid        decode 

    opid    

    linkid 

    L,n 

      L,2 

      . 

    L,2 

      svcack 

      L,2         

        . 
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３．22．３．15 DshEncodeS14F21() - レチクル制御完了通知情報をS14F21へエンコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshEncodeS14F21(  

int    eqid,                       // 装置ID 

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE   *buffer,                    // S14F21を格納するﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    bufflen,                    // bufferのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

TS14F21_INFO *pinfo                // ﾚﾁｸﾙ制御完了通知情報格納構造体ﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshEncodeTS14F21 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal bufflen As Int32,  

        ByRef pinfo As dsh_info.TS14F21_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshEncodeS14F21( 

        int eqid, 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int bufflen, 

        ref TS14F21_INFO pinfo ); 

 

（２）引数 

smsg 

エンコードしたS14F21メッセージを格納するメッセージ情報構造体のポインタです。 

buffer 

エンコードしたS14F21のテキストを格納するバッファポインタです。 

bufflen 

bufferのバイトサイズです。 

pinfo 

エンコードしたいレチクル制御完了通知情報が格納されている構造体リストのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｴﾝｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくｴﾝｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

TS14F21_INFO構造体に格納されているレチクル制御完了通知情報を、S14F21のSECSメッセージにエンコ

ードします。 

 

smsg S14F21 
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  L,5 

TS14F21_INFO 

構造体 

    dataid          Encode 

    opid    

    linkid 

    L,n 

      L,2 

      . 

    L,2 

      svcack 

      L,2         

        . 
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３．22．３．16 DshFreeTS14F21_INFO() - レチクル制御完了通知情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTS14F21_INFO( 

      TS14F21_INFO *pinfo        // ﾒﾓﾘを開放したい情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTS14F21_INFO ( 

        ByRef pinfo As dsh_info.TS14F21_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTS14F21_INFO( 

        ref TS14F21_INFO pinfo ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいレチクル制御完了通知情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TS14F21_INFO構造体内で情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TS14F21_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．22．３．17 DshCopyTS14F21_INFO() ‒ レチクル制御完了通知情報構造体メモリのコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshCopyTS14F21_INFO(  

TS14F21_INFO *dinfo,                 // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS14F21_INFO *sinfo                  // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshCopyTS14F21_INFO ( 

        ByRef dinfo As dsh_info.TS14F21_INFO,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TS14F21_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshCopyTS14F21_INFO( 

        ref TS14F21_INFO dinfo, 

        ref TS14F21_INFO sinfo ); 

 

（２）引数 

dinfo 

レチクル制御情報のコピー先構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元のレチクル制御情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTS14F21_INFO構造体内に格納されているレチクル制御完了通知情報をdinfoが指定する

TS14F21_INFO構造体にコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは、使用後、DshFreeTS14F21_INFO()関数を使って開放してください。 
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３．22．３．18 DshInitTS14F21_INFO ‒ レチクル制御TS14F21_INFOの初期設定 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void  APIX DshInitTS14F21_INFO(  

TS14F21_INFO *info,                // TS14F21_INFO構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

ULONG        opid,        // ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ ID 

char         *objspec,             // object spec 

char         *svcname,             // ｻｰﾋﾞｽ名 

int          spcount               // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ数 

); 

 

[.NET VB] 

Sub DshInitTS14F21_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS14F21_INFO,  

        ByVal opid As Int32,  

        ByVal linkid As Int32,  

        ByVal spcount As Int32,  

        ByVal svcack As Int32,  

        ByVal errcount As Int32) 

 

[.NET C#] 

void DshInitTS14F21_INFO( 

        ref TS14F21_INFO info, 

        uint opid, 

        uint linkid, 

        int spcount, 

        int svcack, 

        int errcount ); 

 

（２）引数 

info 

TS14F21_INFO構造体のポインタです。このメンバーを初期設定します。この中にS14F21生成情報を

詰めます。 

opid 

オペレーションIDです。 

objspec 

Object Spec文字列です。 NULL でも構いません。 

svcname 

サービス名称です。SEMI-E109.1-0704の暫定仕様では以下のものがあります。 

 "CancelMoveReticle",          // 0 

 "MoveReticle",                // 1 

 "OktoUseReticle",             // 2 

 "RejectReticle",              // 3 

 "Re-qualifyReticle",          // 4 

spcount 

付属されるサービスパラメータの数です。 
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（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

S14F21メッセージをエンコードするときに使用する情報をTS14F21_INFO構造体内に生成するために使用し

ます。 

 

本関数は、最初にinfo内をクリアします。そして、引数で指定された情報をinfo内に設定します。 

メモリが必要な構造体メンバーについてはメモリを確保し情報をコピーします。 

 

サービスパラメータ情報の設定にはDshPutTS14F21_SP_INFO()関数を使用してください。 

 

TS14F21_INFO構造体の使用後はDshFreeTS14F21_INFO()関数を使って構造体内部で使用したメモリを開放

してください。 
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３．22．３．19 DshPutTS14F21_SP_INFO() ‒ レチクル制御サービスパラメータの設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshPutTS14F21_SP_INFO( 

TS14F21_INFO *info,             // TS14F21_INFO情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

char         *spname,           // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ名称 

int          fmt,     // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ値のﾌｫｰﾏｯﾄ 

int          size,              // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ値のﾃﾞｰﾀ数 

void         *spval             // ｻｰﾋﾞｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ値格納領域ﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshPutTS14F21_SP_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS14F21_INFO,  

        ByVal spname As String,  

        ByVal fmt As Int32,  

        ByVal size As Int32,  

        ByVal spval As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshPutTS14F21_SP_INFO( 

        ref TS14F21_INFO info, 

        byte[] spname, 

        int fmt, 

        int size, 

        byte[] spval ); 

 

（２）引数 

info 

TS14F21_INFO情報構造体のポインタです。この中にS14F21のサービスパラメータ生成情報を詰めま

す。 

spname 

設定サービスパラメータ名です。SEMI-E109.1-0704の暫定仕様では以下のものがあります。 

          "ReticleID",                  // 0 

          "PortID",                     // 1 

          "DestinationLocation",        // 2 

          "SourceLocation",             // 3 

          "QualificationIntervalTime",  // 4 

          "Status",                     // 5 

fmt 

サービスパラメータデータのフォーマットです。DSHDR2で使用するデータフォーマットで指定しま

す。(ICODE_??  ??はB, Aなど) 

size 

サービスパラメータデータの個数です。文字列の場合は、文字列数(バイト)になります。 

spval 

サービスパラメータデータの値が格納されている領域のポインタを指定します。 
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（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報の数が指定数を超えている。 

 

（４）説明 

先にDshInitTS14F21_Info()で初期設定されたinfo構造体の中のsp_listにサービスパラメータ情報を１

個加えます。 

本関数が実行される順に属性情報リストsp_list上に、情報を順に設定していきます。正常に設定できた

場合は 0 を返却します。 

もし、info内のsp_countで指定された分の情報が既に設定済みであった場合は、(-1)を返却します。 
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３．22．３．20 DshPutTS14F21_ERR_INFO () ‒ エラー情報の設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshPutTS14F21_ERR_INFO (  

TS14F21_INFO *erinfo,               // TS14F21_INFO情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int        errcode,    // 設定するｴﾗｰｺｰﾄﾞ 

char       *errtext                 // 設定するｴﾗｰﾃｷｽﾄのﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshPutTS14F21_ERR_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS14F21_INFO,  

        ByVal errcode As Int32,  

        ByVal errtext As String) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshPutTS14F21_ERR_INFO( 

        ref TS14F21_INFO info, 

        int errcode, 

        byte[] errtext ); 

 

（２）引数 

erinfo 

TS14F21_INFO情報構造体のポインタです。 

errcode 

設定するエラーコードです。(メッセージ内のアイテムは U1(51)です。) 

errtext 

設定するエラーテキストが格納されている領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) ﾘｽﾄが満杯で設定できなかった。 

 

（４）説明 

erinfoで指定されたTS14F21_INFO構造体内のerr_list上に新たにエラー情報ercodeとerrtextを設定し

ます。 

正常に設定できた場合は 0 を返却します。 

erinfo内のerr_list上のエラー数がerr_countの数に達していた場合は (-1)を返却します。 

 

本関数を最初に実行する前に、DshInitTS14F21_INFO()関数を使ってリストの初期設定を行ってください。 
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３．22．３．21 DshMakeS14F21Response() - S14F21の応答メッセージの生成 

   

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshMakeS14F21Response(  

int    dataack,         // S14F22に設定するdataackの値 

DSHMSG *smsg,            // S14F22 ﾒｯｾｰｼﾞを格納するﾒｯｾｰｼﾞ構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE  *buff,          // S14F22のﾃｷｽﾄ格納ﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    buff_size         // buffのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshMakeS14F21Response ( 

        ByVal dataack As Int32,  

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal buff_size As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshMakeS14F21Response( 

        int dataack, 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int buff_size ); 

 

（２）引数 

datack 

S14F22メッセージに設定するdatackです。 

msg 

S14F22応答メッセージ情報を格納するためのメッセージ構造体のポインタです。 

buff 

S14F22応答メッセージのテキストを格納するためのバッファポインタです。 

buff_size 

buffのバイトサイズです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に生成できた。 

(-1) 生成できなかった。（buff領域不足） 

 

（４）説明 

S14F21に対するS14F22応答メッセージをsmsg, buff内に作成します。 

S14F22のACKとしてdatackの値を設定します。 
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３．22．４ ユーザ作成ライブラリ関数 

 
３．22．４．1 DshResponseS14F20() – S14F20 レチクル制御要求応答関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS14F20(  

int    eqid,                      // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

ID_TR  trid,                      // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TS14F19_INFO *info,               // ﾚﾁｸﾙ制御要求情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS14F20_ERR_INFO *erinfo          // S14F20応答情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS14F20 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TS14F19_INFO,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TS14F20_ERR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshResponseS14F20( 

        int eqid, 

        uint trid, 

        ref TS14F19_INFO info, 

        ref TS14F20_ERR_INFO erinfo); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

trid 

S14F19受信時にDSHGEMLIBから渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のための

IDです。 

 

info 

レチクル制御要求情報が格納されている構造体のポインタです。 

erinfo 

送信する応答メッセージS14F20に含まれる情報を格納するための構造体領域のポインタを指定しま

す。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

レチクル制御要求メッセージS14F19に対する応答メッセージを送信します。 
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本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dsh_ulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHGEMLIBパッケージ

に標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 

 

引数に指定されているTS14F20_ERR_INFO構造体に含まれている情報からS14F20メッセージを組み立て、

その後、S14F20メッセージを送信します。 

 

送信が終ったら、TS14F20_ERR_INFOの構造体に使用されたメモリをDshFreeTS14F20_ERR_INFO()関数を使

って開放します。 

 

なお、S14F20メッセージの組み立てに、DshMakeS14F19Response()関数を使用できます。 
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３．22．４．２ DshResponseS14F22() ‒ S14F22 レチクル制御完了通知応答関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS14F22(  

int    eqid,                      // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

ID_TR  trid,                      // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TS14F21_INFO *info,               // ﾚﾁｸﾙ制御要求情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS14F22_ERR_INFO *erinfo          // S14F22応答情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS14F22 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TS14F21_INFO,  

        ByVal dataack As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshResponseS14F22( 

        int eqid, 

        ID_TR trid, 

        ref TS14F21_INFO info, 

        int dataack); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

trid 

S14F21受信時にDSHGEMLIBから渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のための

IDです。 

info 

レチクル制御完了情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

erinfo 

送信する応答メッセージS14F22に含まれる情報を格納するための構造体領域のポインタを指定しま

す。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

レチクル制御完了通知メッセージS14F21に対する応答メッセージを送信します。 

 

本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dsh_ulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHGEMLIBパッケージ

に標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 
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引数に指定されているTS14F22_ERR_INFO構造体に含まれている情報からS14F22メッセージを組み立て、

その後、S14F22メッセージを送信します。 

 

送信が終ったら、TS14F22_ERR_INFOの構造体に使用されたメモリをDshFreeTS14F22_ERR_INFO()関数を使

って開放します。 

 

なお、S14F22メッセージの組み立てに、DshMakeS14F21Response()関数を使用できます。 
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３．23 レチクル搬送ジョブ要求( S3F35)関連関数 

  

 レチクル搬送に関するS3F35 メッセージに関連するAPI関数について説明します。 

 

                   HOST                 装置 
 
 
 
 

 

 準備されている関数は、次のようになります。 

 

（１）送信API関数 

 

 API関数名 機能 

1 GemSendS3F35() S3F35 ﾚﾁｸﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ要求ﾒｯｾｰｼﾞを送信します。(Host側送信) 

 

（２）ライブラリ関数 

 

 ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数名 機能 

1 DshDecodeS3F35() S3F35 ﾒｯｾｰｼﾞをﾃﾞｺｰﾄﾞし TS3F35_INFO 構造体に情報を格納しま

す。 

2 DshEncodeS3F35() TS3F35_INFO構造体の情報をS3F35 ﾒｯｾｰｼﾞにｴﾝｺｰﾄﾞします。 

 

3 DshFreeTS3F35_INFO() TS3F35_INFO構造体内に使用したﾒﾓﾘを開放します。 

 

4 DshCopyTS3F35_INFO() 

 

TS3F35_INFOの内容を別の領域の構造体内にｺﾋﾟｰします。 

5 DshInitTS3F35_INFO() S3F35 情報を格納する TS3F35_INFO 構造体の内容を初期化しま

す。 

6 DshAddTS3F35_INFO_ATTR_INFO() TS3F35_INFO構造体の中に属性情報を１個だけ追加設定します。

 

7 DshSetTRET_ATTR_INFO() ﾚﾁｸﾙ属性情報体に属性ﾃﾞｰﾀを設定します。 

 

8 DshFree TRET_ATTR_INFO() 

 

TRET_ATTR_INFO構造体内に使用したﾒﾓﾘを開放します。 

9 DshInitTRET_REMOVE_INST_INFO() ﾚﾁｸﾙ抜取り情報TRET_REMOVE_INST_INFO()構造体の初期設定を行

います。 

10 

 

DshAddTRET_REMOVE_INST_ATTR() ﾚﾁｸﾙ抜取り情報に属性情報を加えます。 

11 DshAddTRET_REMOVE_INST_INFO() ﾚﾁｸﾙ抜取り情報TRET_REMOVE_INST_INFOをTS3F35_INFOに追加し

ます。 

12 

 

DshFreeTRET_REMOVE_INST_INFO() TRET_REMOVE_INST_INFO構造体内に使用したﾒﾓﾘを開放します。

13 

 

DshCopyTRET_REMOVE_INST_INFO 抜取り情報構造体の内容を別の構造体にｺﾋﾟｰします。 

S3F35受信 
 処理、応答

 動作実行 
 

S3F35送信 
 搬送ジョブ

要求 
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14 DshAddTRET_PLACE_INST_INFO() ﾚﾁｸﾙ投入情報構造体をTS3F35_INFO構造体に追加します。 

 

15 DshDecodeS3F36() 

 

S3F36 ﾒｯｾｰｼﾞをﾃﾞｺｰﾄﾞしTS3F36_ERR_INFO構造体に情報を格納し

ます。 

16 DshMakeS3F35Response() TS3F36_ERR_INFO構造体の内容に従ってS3F36 ﾒｯｾ-ｼﾞを作成しま

す。 

17 DshFreeTS3F36_ERR_INFO() 

 

TS3F36_ERR_INFO構造体内に使用したﾒﾓﾘを開放します。 

 

18 DshCopyTS3F36_ERR_INFO() 

 

TS3F36__ERR_INFOの内容を別の領域の構造体内にｺﾋﾟｰします。

19 DshInitTS3F36_ERR_INFO() 

 

S3F36 情報を格納する TS3F36_ERR_INF 構造体の内容を初期化し

ます。 

20 DshAddTS3F36_ERR_INFO() TS3F36_INFO構造体の中にｴﾗｰ情報を1個だけ設定します。 

 

 

（３）ユーザ作成ライブラリ関数 

 

 ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数名 機能 

1 DshResponseS3F36() 

 

S3F36 レチクル搬送ジョブ要求応答関数 
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３．23．１ 使用する情報格納構造体 

 

３．23．１．１ S3F35 ‒ レチクル搬送ジョブ要求メッセージ関連 

 

（１）S3F35 のエンコード、デコードに使用する構造体 

 

typedef struct{ 

        char        *attrid;   // attrid 

        int         fmt; 

        int         size; 

        BYTE        *attrdata;   // data 

} TRET_ATTR_INFO; 

//--------------------------------------------------------------------- 

typedef struct{ 

        char        *ret_id;                    // reticle id 

        char        *inst;                      // instrunction 

} TRET_PLACE_INST_INFO; 

//--------------------------------------------------------------------- 

typedef struct{ 

        char        *ret_id;                    // ret inst 

        char        *inst; 

        int         attr_count; 

        TRET_ATTR_INFO  **attr_list; 

} TRET_REMOVE_INST_INFO; 

//--------------------------------------------------------------------- 

typedef struct{ 

        char        *jobaction;                 // action 

        char        *podid; 

        int         in_ptn; 

        int         out_ptn; 

        int         attr_count; 

        TRET_ATTR_INFO **attr_list; 

        int         remove_inst_count; 

        TRET_REMOVE_INST_INFO **remove_inst_list; 

        int         place_inst_count; 

        TRET_PLACE_INST_INFO **place_inst_list; 

} TS3F35_INFO; 

 

（２）S3F36 のエンコード、デコードに使用する構造体 

//----- S3F36 information --------------------------------------------- 

typedef struct{ 

        int         rpmack; 

        int         err_count; 

        TERR_INFO   **err_list; 

} TS3F36_ERR_INFO; 



 

Vol 14 － 47 

３．23．２ レチクル搬送ジョブ要求メッセージ送信関数 

 

３．23．２．１ GemSendS3F35() ‒ レチクル搬送ジョブ要求メッセージ送信関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSendS3F35(  

int    eqid,                      // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

TS3F35_INFO *info,                // ﾚﾁｸﾙ搬送ジョブ要求情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS3F36_ERR_INFO *erinfo,          // S3F36応答情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int (WINAPI *callback)(),         // 実行終了時のｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数 

ULONG  upara                      // callback時のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSendS3F35 (  

        ByVal eqid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TS3F35_INFO,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TS3F36_ERR_INFO,  

        ByVal callback As vcallback.callback_S3F35,  

        ByVal upara As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSendS3F35( 

        int eqid, 

        ref TS3F35_INFO info, 

        ref TS3F36_ERR_INFO erinfo, 

        CallbackS3F35 callback, 

        uint upara); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

info 

送信したいレチクル搬送ジョブ要求情報が格納されている構造体のポインタです。 

erinfo 

受信した応答メッセージS3F36に含まれる情報を格納するための構造体領域のポインタを指定しま

す。 

callback 

DSHGEM-LIB によるメッセージ送信処理が終了したときに呼出されるコールバック関数を指定します。 

ユーザは任意の関数名を指定できます。 

コールバックの指定が=0の場合はブロックモードになります。 

upara 

コールバックされたときに引数で渡してもらうためのパラメータです。関数実行終了時にコールバ

ックされた際、何かの判別情報として使用したい値、構造体ポインタなどを設定します。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 
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0 (1) ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ： 正常に送信できた。 

        erinfoにS3F36応答情報が返却されます。 

(2) 非ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ：要求が受け付けられた。 

(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 

 

（４）説明 

装置にS3F35レチクル搬送ジョブ要求メッセージを送信します。 

 

要求を受けたDSHGEM-LIBは、infoに格納されているレチクル搬送ジョブ要求情報をS3F35メッセージにエ

ンコードした上で装置に送信します。 

 

S3F36応答メッセージ受信で得られた情報はデコードされてerinfoで指定された構造体領域に返却されま

す。 

 

送信要求からS3F36応答メッセージ受信までの制御は引数のコールバック関数指定の有無によって次のよ

うになります。 

 

callbackの指定 制御の流れ 

なし 

(=0) 

S3F35送信後、応答ﾒｯｾｰｼﾞ S3F36が受信されるか、またはｴﾗｰを検出するまで制

御が要求元に戻ってきません。 

正常終了であれば、erinfoにS3F36応答情報が返却されます。 

あり 

 

送信要求後、S3F35の送信前に制御が戻されます。実行結果はｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数で与

えられます。 

ｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数のend_statusが=0ならばerinfoにS3F36応答情報が返却されま

す。 

ｴﾗｰが検出された場合、(-1)がend_statusにｾｯﾄされます。 

 

正常に応答メッセージを受信した場合、その中に含まれている応答情報がデコードされerinfoで指定され

たTS3F35_ERR_INFO構造体の中に格納され返却されます。ユーザ側でerinfo内の情報の処理を終えた後、

その構造体に使用されているメモリを解放してください。 

解放は次のようにDshFreeTS3F36_ERR_INFO()関数を使って行ってください。 

 

    DshFreeTS3F36_ERR_INFO (erinfo) 

 

TS3F35構造体へのレチクル搬送ジョブ要求情報の設定には以下のライブラリ関数を使用することができま

す。 

 

DshInitTS3F35_INFO (),DshAddTS3F35_INFO_ATTR_INFO () 

 

（５）コールバック関数 

[c,C++] 

API int  APIX   callback(  

int   eqid,                     // 装置ID 

int   end_status,               // 実行結果 

TS3F36_ERR_INFO *erinfo,        // S3F36応答情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

ULONG upara                     // 呼出時に指定したﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

); 
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[.NET VB] 

Function callback_S3F35(ByVal eqid As Integer, ByVal end_status As Integer, ByRef erinfo As 

dsh_info.TS3F36_ERR_INFO, ByVal upara As Integer) As Integer 

 

[.NET C#] 

int CallbackS3F35(int eqid, int end_status, ref TS3F36_ERR_INFO erinfo, uint upara); 

 

   end_status には以下の値が設定されます。 

結果 意味 

0 正常に送信できた。erinfoにS3F36応答情報が返却されます。 

(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 
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３．23．３ レチクル搬送ジョブ要求関連ライブラリ関数 

 
３．23．３．１ DshDecodeS3F35() - S3F35をレチクル搬送ジョブ要求情報にデコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS3F35(  

DSHMSG *smsg,            // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS3F35_INFO *pinfo       // ﾃﾞｺｰﾄﾞしたﾚﾁｸﾙ搬送ジョブ要求情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS3F35 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef pinfo As dsh_info.TS3F35_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS3F35( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TS3F35_INFO info ); 

 

（２）引数 

smsg 

S3F35のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

pinfo 

デコードしたレチクル搬送ジョブ要求情報を格納するための構造体ポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S3F35メッセージに含まれるレチクル搬送ジョブ要求情報を、ユーザプログラムが処理しやすい

TS3F35_INFO構造体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTS3F35_INFO()関数を使って開放してく

ださい。 

 

smsg S3F35 

 

TS3F35_INFO 

構造体 

  L,7 

    jobaction;   

    podid; 

    in_ptn; 

    out_ptn;         decode 

    . 
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３．23．３．２ DshEncodeS3F35() - レチクル搬送ジョブ要求情報をS3F35へエンコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshEncodeS3F35(  

DSHMSG *smsg,            // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE   *buffer,          // S3F35を格納するﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    bufflen,          // bufferのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

TS3F35_INFO *pinfo       // ｴﾝｺｰﾄﾞしたいﾚﾁｸﾙ搬送ジョブ要求情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshEncodeS3F35 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal bufflen As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TS3F35_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshEncodeS3F35( 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int bufflen, 

        ref TS3F35_INFO info ); 

 

（２）引数 

smsg 

エンコードしたS3F35メッセージを格納するメッセージ情報構造体のポインタです。 

buffer 

エンコードしたS3F35のテキストを格納するバッファポインタです。 

bufflen 

bufferのバイトサイズです。 

pinfo 

エンコードしたいレチクル搬送ジョブ要求情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｴﾝｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくｴﾝｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

TS3F35_INFO構造体に格納されているレチクル搬送ジョブ要求情報を、S3F35のSECSメッセージにエンコ

ードします。 

 

smsg S3F35 

  L,7 
TS3F35_INFO 

構造体 
    jobaction;   

    podid; 
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    in_ptn; 

    out_ptn;         encode 

    . 
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３．23．３．３ DshFreeTS3F35_INFO() - レチクル搬送ジョブ要求情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTS3F35_INFO( 

      TS3F35_INFO *pinfo        // ﾒﾓﾘを開放したい情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTS3F35_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS3F35_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTS3F35_INFO( 

        ref TS3F35_INFO info ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいレチクル搬送ジョブ要求情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TS3F35_INFO構造体内でレチクル搬送ジョブ要求情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TS3F35_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．23．３．４ DshCopyTS3F35_INFO() ‒ レチクル搬送ジョブ要求情報構造体メモリのコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshCopyTS3F35_INFO(  

TS3F35_INFO *dinfo,                 // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS3F35_INFO *sinfo                  // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshCopyTS3F35_INFO (  

        ByRef dinfo As dsh_info.TS3F35_INFO,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TS3F35_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshCopyTS3F35_INFO( 

        ref TS3F35_INFO dinfo 

        ref TS3F35_INFO sinfo); 

 

（２）引数 

dinfo 

レチクル搬送ジョブ要求情報のコピー先構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元のレチクル搬送ジョブ要求情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTS3F35_INFO構造体内に格納されているレチクル搬送ジョブ要求情報をdinfoが指定する

TS3F35_INFO構造体にコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは、使用後、DshFreeTS3F35_INFO()関数を使って開放してください。 
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３．23．３．５ DshInitTS3F35_INFO ‒ レチクル搬送ジョブ要求TS3F35_INFOの初期設定 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void  APIX DshInitTS3F35_INFO(  

TS3F35_INFO *info,                // TS3F35_INFO構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

      char        *jobaction, 

      char        *podid, 

      int         in_ptn, 

      int         out_ptn, 

      int         attr_count, 

      int         remove_inst_count, 

      int         place_inst_count  

); 

 

[.NET VB] 

Sub DshInitTS3F35_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS3F35_INFO,  

        ByVal jobaction As String,  

        ByVal podid As String,  

        ByVal in_ptn As Int32,  

        ByVal out_ptn As Int32,  

        ByVal attr_count As Int32,  

        ByVal remove_inst_count As Int32,  

        ByVal place_inst_count As Int32) 

 

[.NET C#] 

void DshInitTS3F35_INFO( 

        ref TS3F35_INFO info, 

        byte[] jobaction, 

        byte[] podid, 

        int in_ptn, 

        int out_ptn, 

        int attr_count, 

        int remove_inst_count, 

        int place_inst_count); 

 

（２）引数 

info 

TS3F35_INFO構造体のポインタです。このメンバーを初期設定します。この中にS3F35生成情報を詰

めます。 

jobaction 

jobaction文字列です。 

podid 

podid文字列です。 

in_ptn 

input portです。 

attr_count 
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attr情報数です。 

remove_inst_count 

抜取り指示数です。 

place_inst_count 

投入指示数です。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

S3F35メッセージをエンコードするときに使用する情報をTS3F35_INFO構造体内に生成するために使用しま

す。 

 

本関数は、最初にinfo内をクリアします。そして、引数で指定された情報をinfo内に設定します。 

メモリが必要な構造体メンバーについてはメモリを確保し情報をコピーします。 

 

属性情報の設定には、以下の関数を使用します。 

  DshAddTS3F35_INFO_ATTR_INFO( ) 

  DshSetTRET_ATTR_INFO( ) 

 

それからTS3F35_INFO内の情報の中に、取出し指示情報と投入指示情報がありますが、それぞれ以下の関

数を使用できます。 

 

取出し指示情報  

  DshInitTRET_REMOVE_INST_INFO() 

 DshAddTRET_REMOVE_INST_INFO() 

  DshAddTS3F35_INFO_REMOVE_INST_INFO() 

 

投入指示情報 

 DshAddTRET_PLACE_INST_INFO() 

 

TS3F35_INFO構造体の使用後はDshFreeTS3F35_INFO()関数を使って構造体内部で使用したメモリを開放し

てください。 
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３．23．３．６ DshAddTS3F35_INFO_ATTR_INFO () ‒ レチクル搬送ジョブ要求属性の設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshAddTS3F35_INFO_ATTR_INFO( 

TS3F35_INFO *info,             // TS3F35_INFO情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TRET_ATTR_INFO *ainfo      // 属性情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshAddTS3F35_INFO_ATTR_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS3F35_INFO,  

        ByRef ainfo As dsh_info.TRET_ATTR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshAddTS3F35_INFO_ATTR_INFO( 

        ref TS3F35_INFO info, 

        ref TRET_ATTR_INFO ainfo ); 

 

（２）引数 

info 

TS3F35_INFO情報構造体のポインタです。この中にS3F35の属性情報を詰めます。 

ainfo 

属性情報が格納されている構造体のポインタを指定します。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) 属性情報の数が指定数を超えている。 

 

（４）説明 

先にDshInitTS3F35_Info()で初期設定されたinfo構造体の中のattr_listに属性情報を１個加えます。 

本関数が実行される順に属性情報リストattr_list上に、順番に情報を設定していきます。正常に設定で

きた場合は 0 を返却します。 

もし、info内のattr_countで指定された分の情報が既に設定済みであった場合は、(-1)を返却します。 
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３．23．３．７ DshSetTRET_ATTR_INFO () ‒ レチクル搬送ジョブ要求属性情報の設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshSetTRET_ATTR_INFO( 

TRET_ATTR_INFO *info      // 属性情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

char *attrid,                  // 属性ID 

int  fmt,                      // 属性ﾃﾞｰﾀのﾌｫｰﾏｯﾄ 

int  size,                     // size ﾃﾞｰﾀ数 

byte *attrdata                 // 属性ﾃﾞｰﾀ格納番地 

); 

 

[.NET VB] 

Sub DshSetTRET_ATTR_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TRET_ATTR_INFO,  

        ByVal attrid As String,  

        ByVal fmt As Int32,  

        ByVal size As Int32,  

        ByRef attrdatat As Byte) 

 

[.NET C#] 

void DshSetTRET_ATTR_INFO( 

        ref TRET_ATTR_INFO info, 

        byte *attrid, 

        int fmt, 

        int size, 

        byte *attrdata ); 

 

（２）引数 

info 

TRET_ATTR_INFO属性情報構造体のポインタです。この中にattrid以降の引数の情報を 

設定します。 

attrid 

属性IDの文字が格納されているポインタです。 

fmt 

属性データのフォーマットです。DSHDR2ドライバーのフォーマットを指定します。 

ICODE_A, ICODE_U4など 

size 

属性データのデータ数です。ICODE_Aの場合は文字列長になります。 

attrdata 

属性データが格納されているメモリの先頭番地です。 

 

（３）戻り値 

ありません。 

 

（４）説明 

先にTRET_ATTR_INFO構造体に属性IDと属性データを設定します。 

設定した後、DshAddTS3F35_INFO_ATTR_INFO()関数を使ってTS3F35_INFO構造体に追加します。 
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DshAddTS3F35_INFO_ATTR_INFO()関数で追加した後、DshTRET_ATTR_INFO()を使って、info内に情報格納用

に獲得使用されたメモリを開放してください。 
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３．23．３．８ DshFreeTRET_ATTR_INFO() ‒ レチクル属性情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTRET_ATTR_INFO( 

      TRET_ATTR_INFO *pinfo        // ﾒﾓﾘを開放したい情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTRET_ATTR_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TRET_ATTR_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTRET_ATTR_INFO( 

        ref TRET_ATTR_INFO info ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいレチクル属性情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TRET_ATTR_INFO構造体内でレチクル属性情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TRET_ATTR_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．23．３．９ DshInitTRET_REMOVE_INST_INFO ‒ レチクル抜き出し情報構造体の初期設定 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void  APIX DshInitTRET_REMOVE_INST_INFO(  

TRET_REMOVE_INST_INFO *info,           // TRET_REMOVE_INST_INFO構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

      char        *ret_id, 

      char        *inst, 

      int         count  

); 

 

[.NET VB] 

Sub DshInitTRET_REMOVE_INST_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TRET_REMOVE_INST_INFO,  

        ByVal ret_id As String,  

        ByVal inst As String,  

        ByVal count As Int32) 

 

[.NET C#] 

void DshInitTRET_REMOVE_INST_INFO( 

        ref TRET_REMOVE_INST_INFO info, 

        byte[] ret_id, 

        byte[] inst, 

        int count); 

 

（２）引数 

info 

TRET_REMOVE_INST_INFO構造体のポインタです。このメンバーを初期設定します。この中に抜き出し

指令情報を詰めます。 

ret_id 

レチクルID（文字列）です。 

inst 

指示情報（文字列）です。 

count 

抜き出し情報に加える属性情報の数を指定します。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TS3F35_INFO内に含めるTRET_REMOVE_INST_INFO構造体に対し初期設定をします。 

 

本関数は、最初にinfo内をクリアします。そして、引数で指定された情報をinfo内に設定します。 

メモリが必要な構造体メンバーについてはメモリを確保し情報をコピーします。 
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３．23．３．10 DshAddTRET_REMOVE_INST_ATTR ‒ レチクル抜き出し情報に属性情報を追加 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshAddTRET_REMOVE_INST_ATTR(  

TRET_REMOVE_INST_ATTR *info,           // TRET_REMOVE_INST_ATTR構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

      TRET_ATTR_INFO        *ainfo   // 属性情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshAddTRET_REMOVE_INST_ATTR ( 

        ByRef info As dsh_info.TRET_REMOVE_INST_INFO,  

        ByRef ainfo As dsh_info.TRET_ATTR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshAddTRET_REMOVE_INST_ATTR( 

        ref TRET_REMOVE_INST_INFO info, 

        ref TRET_ATTR_INFO ainfo); 

 

（２）引数 

info 

TRET_REMOVE_INST_ATTR構造体のポインタです。 

ainfo 

レチクル属性情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) 属性情報の数が指定数を超えている。 

 

（４）説明 

TRET_REMOVE_INST_ATTR内に属性情報を追加します。 

ainfoを使用後は、DshFreeTRET_ATTR_IFO()関数を使ってainfo内に使用したメモリを開放します。 
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３．23．３．11 DshAddTRET_REMOVE_INST_INFO () ‒ 抜き出し情報の設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshAddTRET_REMOVE_INST_INFO( 

TS3F35_INFO *info,             // TS3F35_INFO情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TRET_REMOVE_INST_INFO *ainfo   // 抜き出し情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshAddTRET_REMOVE_INST_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS3F35_INFO,  

        ByRef ainfo As dsh_info.TRET_REMOVE_INST_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshAddTRET_REMOVE_INST_INFO( 

        ref TS3F35_INFO info, 

        ref TRET_REMOVE_INST_INFO ainfo ); 

 

（２）引数 

info 

TS3F35_INFO情報構造体のポインタです。この中にS3F35の抜き出し情報を詰めます。 

ainfo 

抜き出し情報が格納されている構造体のポインタを指定します。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) 抜き出し情報の数が指定数を超えている。 

 

（４）説明 

先にDshInitTS3F35_Info()で初期設定されたinfo構造体の中のremove_inst_listに抜き出し情報を１個

加えます。 

本関数が実行される順に抜き出し情報リストremove_inst_list上に、順番に情報を設定していきます。正

常に設定できた場合は 0 を返却します。 

もし、info内のremove_inst_countで指定された分の情報が既に設定済みであった場合は、(-1)を返却し

ます。 
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３．23．３．12 DshFreeTRET_REMOVE_INST_INFO() ‒ レチクル抜き出し情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTRET_REMOVE_INST_INFO( 

      TRET_REMOVE_INST_INFO *pinfo        // ﾒﾓﾘを開放したい情報の格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTRET_REMOVE_INST_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TRET_REMOVE_INST_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTRET_PLACE_INST_INFO( 

        ref TRET_PLACE_INST_INFO info); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいレチクル抜き出し情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TRET_REMOVE_INST_INFO構造体内でレチクル抜き出し情報格納用に使用されているメモリを全て解放しま

す。 

開放した後、TRET_REMOVE_INST_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．23．３．13 DshCopyTRET_REMOVE_INST_INFO_INFO() ‒ レチクル取出し情報構造体のコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshCopyTRET_REMOVE_INST_INFO_INFO(  

TRET_REMOVE_INST_INFO_INFO *dinfo,                 // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TRET_REMOVE_INST_INFO_INFO *sinfo                  // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshCopyTRET_REMOVE_INST_INFO ( 

        ByRef dinfo As dsh_info.TRET_REMOVE_INST_INFO,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TRET_REMOVE_INST_INFO) as Int32 

 

[.NET C#] 

int DshCopyTRET_PLACE_INST_INFO( 

        ref TRET_PLACE_INST_INFO dinfo, 

        ref TRET_PLACE_INST_INFO sinfo ); 

 

（２）引数 

dinfo 

レチクル取出し情報構造体のコピー先構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元のレチクル取出し情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTRET_REMOVE_INST_INFO_INFO構造体内に格納されているレチクル取出し情報をdinfoが指定

するTRET_REMOVE_INST_INFO_INFO構造体にコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは、使用後、DshFreeTRET_REMOVE_INST_INFO_INFO()関数を使って開

放してください。 
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３．23．３．14 DshAddTRET_PLACE_INST_INFO ‒ レチクル投入情報構造体の追加設定 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshAddTRET_PLACE_INST_INFO(  

TS3F35_INFO *info,           // TRET_PLACE_INST_INFO構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

      char        *ret_id, 

      char        *inst, 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshAddTRET_PLACE_INST_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS3F35_INFO,  

        ByVal ret_id As String,  

        ByVal inst As String) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshAddTRET_PLACE_INST_INFO( 

        ref TS3F35_INFO info, 

        byte[] ret_id, 

        byte[] inst ); 

 

（２）引数 

info 

TS3F35 _INFO構造体のポインタです。この構造体に投入指令情報を追加設定します。 

ret_id 

レチクルID（文字列）です。 

inst 

指示情報（文字列）です。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) 投入情報の数が指定数を超えている。 

 

（４）説明 

TS3F35_INFO内のplace_inst_listにRET_PLACE_INST_INFO構造体を作り、その中にに対しレチクル投入情

報を追加設定します。(RET_PLCAE_INST_INFO構造体はDSHGEMLIBによって準備されます。) 

 

追加できる数は、DshInitTS3F35_INFO()関数で指定した place_inst_count の数までです。 
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３．23．３．15 DshDecodeS3F36() - S3F36をレチクル搬送ジョブ要求応答情報にデコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS3F36(  

DSHMSG *smsg,               // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS3F36_ERR_INFO *pinfo      // ﾃﾞｺｰﾄﾞしたCJ生成応答情報を格納する構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS3F36 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TS3F36_ERR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS3F36( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TS3F36_ERR_INFO erinfo ); 

 

（２）引数 

smsg 

S3F36のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

pinfo 

デコードしたレチクル搬送ジョブ要求応答情報を格納するための構造体ポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S3F36メッセージに含まれるレチクル搬送ジョブ要求応答情報を、ユーザプログラムが処理しやすい

TS3F36_ERR_INFO構造体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTS3F36_ERR_INFO()関数を使って開放し

てください。 

 

smsg S3F36 

 

TS3F36_ERR_INFO 

構造体 

  L,2 

    rpmack       decode 

    linkid 

    L,n    

      L,2       

        errcode   

        errtext 

       . 

       . 
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３．23．３．16 DshMakeS3F35Response() - S3F35の応答メッセージの生成 

   

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshMakeS3F35Response(  

TS3F36_ERR_INFO *erinfo,        // S3F36に設定する応答情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

DSHMSG *smsg,                   // S3F36 ﾒｯｾｰｼﾞを格納するﾒｯｾｰｼﾞ構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE  *buff,                 // S3F36のﾃｷｽﾄ格納ﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    buff_size                // buffのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshMakeS3F3５Response ( 

        ByRef erinfo As dsh_info.TS3F36_ERR_INFO,  

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal buff_size As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshMakeS3F35Response( 

        ref TS3F36_ERR_INFO erinfo, 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int buff_size ); 

 

（２）引数 

erinfo 

S3F36メッセージに設定する応答情報が格納されている領域のポインタです。 

msg 

S3F36応答メッセージ情報を格納するためのメッセージ構造体のポインタです。 

buff 

S3F36応答メッセージのテキストを格納するためのバッファポインタです。 

buff_size 

buffのバイトサイズです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に生成できた。 

(-1) 生成できなかった。（buff領域不足） 

 

（４）説明 

S3F35に対するS3F36応答メッセージをerinfo内に設定されている応答情報に従って作成します。 

erinfoの情報の設定は、DshInitTS3F36_ERR_INFO()とDshPutTS3F36_SP_INFO()関数を使って行うことがで

きます。 
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３．23．３．17 DshFreeTS3F36_ERR_INFO() - レチクル搬送ジョブ要求応答情報メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTS3F36_ERR_INFO( 

      TS3F36_ERR_INFO *pinfo    // ﾒﾓﾘを開放したい情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTS3F36_ERR_INFO ( 

        ByRef pinfo As dsh_info.TS3F36_ERR_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTS3F36_ERR_INFO( 

        ref TS3F36_ERR_INFO pinfo ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいレチクル搬送ジョブ要求応答情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TS3F36_ERR_INFO構造体内で応答情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TS3F36_ERR_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．23．３．18 DshCopyTS3F36_ERR_INFO() ‒ レチクル搬送ジョブ要求応答情報メモリのコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

 

API int APIX   DshCopyTS3F36_ERR_INFO(  

TS3F36_ERR_INFO *dinfo,               // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS3F36_ERR_INFO *sinfo                // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshCopyTS3F36_ERR_INFO (  

        ByRef dinfo As dsh_info.TS3F36_ERR_INFO,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TS3F36_ERR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshCopyTS3F36_ERR_INFO( 

        ref TS3F36_ERR_INFO dinfo, 

        ref TS3F36_ERR_INFO sinfo); 

 

（２）引数 

dinfo 

レチクル搬送ジョブ要求応答情報のコピー先構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元のレチクル搬送ジョブ要求応答情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTS3F36_ERR_INFO構造体内に格納されているレチクル搬送ジョブ要求応答情報をdinfoが指定

するTS3F36_ERR_INFO構造体に構造体ごとコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは、使用後、DshFreeTS3F36_INFO()関数を使って開放してください。 
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３．23．３．19 DshInitTS3F36_ERR_INFO ‒ レチクル搬送ジョブ要求尾応答情報構造体の初期設定 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void  APIX DshInitTS3F36_ERR_Info(  

TS14209_ERR_INFO *erinfo,          // TS3F36_ERR_INFO構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int          rpmack,               // S3F35に対するACK 

int          errcount              // ｴﾗｰ情報数 

); 

 

[.NET VB] 

Sub DshInitTS3F36_ERR_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS3F36_ERR_INFO,  

        ByVal ack As Int32,  

        ByVal err_count As Int32) 

 

[.NET C#] 

void DshInitTS3F36_ERR_INFO( 

        ref TS3F36_ERR_INFO info, 

        int ack, 

        int err_count ); 

 

（２）引数 

info 

TS3F36_ERR_INFO構造体のポインタです。このメンバーを初期設定します。この中にS3F35生成情報

を詰めます。 

rpmack 

搬送ジョブ要求を受け付けたかどうかを示すACKです。(Binary) 

errcount 

付属されるエラー情報の数です。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

S3F36メッセージをエンコードするときに使用する情報をTS3F36_ERR_INFO構造体内に生成するために使用

します。 

 

本関数は、最初にinfo内をクリアします。そして、引数で指定された情報をinfo内に設定します。 

メモリが必要な構造体メンバーについてはメモリを確保し情報をコピーします。 

 

属性情報の設定にはDshPutTS3F36_SP_INFO()関数を使用してください。 

 

エラー情報の設定にはDshPutTS3F36_ERR_INFO ()関数を使用してください。 

 

TS3F36_ERR_INFO構造体の使用後はDshFreeTS3F36_ERR_INFO()関数を使って構造体内部で使用したメモリ

を開放してください。 
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３．23．３．20 DshAddTS3F36_ERR_INFO() ‒ エラー情報の設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX   DshAddTS3F36_ERR_INFO (  

TS3F36_ERR_INFO *erinfo,           // TS3F36_ERR_INFO情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int        errcode,   // 設定するｴﾗｰｺｰﾄﾞ 

char       *errtext                 // 設定するｴﾗｰﾃｷｽﾄのﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshAddTS3F36_ERR_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TS3F36_ERR_INFO,  

        ByVal err_code As Int32,  

        ByVal err_text As String) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshAddTS3F36_ERR_INFO( 

        ref TS3F36_ERR_INFO info, 

        int err_code, 

        byte[] err_text ); 

 

（２）引数 

erinfo 

TS3F36_ERR_INFO情報構造体のポインタです。 

errcode 

設定するエラーコードです。(メッセージ内のアイテムは U1(51)です。) 

errtext 

設定するエラーテキストが格納されている領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) ﾘｽﾄが満杯で設定できなかった。 

 

（４）説明 

erinfoで指定されたTS3F36_ERR_INFO構造体内のerr_list上に新たにエラー情報ercodeとerrtextを設

定します。 

正常に設定できた場合は 0 を返却します。 

erinfo内のerr_list上のエラー数がerr_countの数に達していた場合は (-1)を返却します。 

 

本関数を最初に実行する前に、DshInitTS3F36_ERR_INFO()関数を使ってリストの初期設定を行ってくださ

い。 

 



 

Vol 14 － 73 

３．23．４ ユーザ作成ライブラリ関数 

 
３．23．４．１ DshResponseS3F36() ‒ S3F36 レチクル搬送ジョブ要求応答関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS3F36(  

int    eqid,                      // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

ID_TR  trid,                      // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TS3F35_INFO *info,                // ﾚﾁｸﾙ搬送ｼﾞｮﾌﾞ要求情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

TS3F36_ERR_INFO *erinfo           // S3F36応答情報格納用構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS3F36 (  

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef erinfo As dsh_info.TS3F36_ERR_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshResponseS3F36( 

        int eqid, 

        uint trid, 

        ref TS3F36_ERR_INFO erinfo); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

trid 

S3F35受信時にDSHGEMLIBから渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のためのID

です。 

info 

レチクル搬送ジョブ要求情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

erinfo 

送信する応答メッセージS3F36に含まれる情報を格納するための構造体領域のポインタを指定しま

す。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

レチクル搬送ジョブ要求メッセージS3F35に対する応答メッセージを送信します。 

 

本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dsh_ulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHGEMLIBパッケージ

に標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 
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引数に指定されているTS3F36_ERR_INFO構造体に含まれている情報からS3F36メッセージを組み立て、そ

の後、S3F36メッセージを送信します。 

 

送信が終ったら、TS3F36_ERR_INFOの構造体に使用されたメモリをDshFreeTS3F36_ERR_INFO()関数を使っ

て開放します。 

 

なお、S3F36メッセージの組み立てに、DshMakeS3F35Response()関数を使用できます。 
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